
NOW KOJIMA ホームページ技術レポート 2004.4.15号

最新版 : http://www.kojima-core.co.jp/report.html
バックナンバー : http://www.kojima-core.co.jp/backnumber.html

e-mail : kojima@kojima-core.co.jp

●実験配管●実験配管●実験配管●実験配管
： 地上５０階建て集合住宅
： ＨＰジョイント１００Ａユーティリティー系統（浴室＋洗濯＋洗面）
： ＬＪ－Ｋ　１００×１５０
： ５０階～４３階の浴槽　計８台（Σqd＝1.0[l/s]×8台＝8.0[l/s]）
： ３７階、３５階、２７階、２５階、１６階、１５階、５階、４階の洗濯機パンのトラップ封水損失値

●現場実験結果 ●現場実験結果 ●現場実験結果 ●現場実験結果 
●設計用許容流量値 
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●ＨＰジョイントの流れと特長／特許第3486848号●ＨＰジョイントの流れと特長／特許第3486848号●ＨＰジョイントの流れと特長／特許第3486848号●ＨＰジョイントの流れと特長／特許第3486848号

減速ガイドの対向に排水横枝管を設けることは、禁則です。

7.9[l/s]
実験結果をもとに設計用
許容流量値の見直しを行
いました。2004.4.1

　排水立て管内を落下してきた排水は、減速ガイドによって減速され、２
枚の通気調整ガイドに案内されて旋回しながら落下します。また立て管排
水と横枝管排水が直接クロスフローしないように内管が設けてあります。
　なお、ＨＰジョイントは減速ガイドを内管に設け、かつ、その対向には排
水横枝管を設けないので（禁則）、減速ガイドに当たった立て管排水によ
る管内空気伝搬音の影響が住戸内に及びにくい構造となっています。
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　現在、最も高さのある排水実験タワーは都市基盤整備公団総合研究所技術センターにある３５階建て（１０８
ｍ）の超高層住宅実験タワーです。ＨＰジョイントの設計用許容流量値[l/s]は、この３５階建て実験タワーでの
実験結果および自社タワーでの実験結果、さらにはご採用現場での実験結果をもとに決めております。
　ＨＰジョイント１００Ａシステムをご採用いただいた、５０階建ての集合住宅において現場実験を行いましたので
その一部をご報告いたします。
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